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Fig。4　Histogram　of　Amaranthus
　　　from　the　farmjoy．
betacy in　bioassay　of　cytokinins　fraction
てGc－MsおよびGC－SIMを行った。そのslMクロマトグラムをFig．5に示した。　iPA，
cis－RZおよびtrans－RZが同定されたが，　Zは共雑成分の影響により測定できなかった。これ
らの化合物含量をIAAの場合と同様にして算出した。　Table　2にそれらのレベルを示した。
3．　ABAの同定・定量
7アームジョイ原液（SOO　ml）にISとしてABA－d6を12μ9添加した。　Fig．6に示した
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RhizoPus属菌の培養液より製造したファームジョイ中の植物ホルモンの同定および定量
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Fig．5　SIM　chromatograms　of　TMS　derivatives　iPA　and　RZ
　　　farmloy．
　　　　GC　conditions：1．5％OV－1，1m，30　ml／min．　He，
　　　　（iPA），260°C（RZ），215°C（Z）．
recovered　from the
co u n　temp．　240°C
　　　　　　FARMJOY（500　ml）
　　　　　　　　－added　IS（ABA－d6，12μg）
　　　　　　　　－adjusted　to　pH　3．0
　　　　　　　　－extrected　with　EtOAc
　　　　　　EtOAc　Extract
　　　　　　　　－extracted　with　O．05　M－K2HPO4　soln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
EtOAc　Layer　　　　Aqueous　Layer
　　　　　　　　　　　　　　－adjusted　to　pH　3．0
　　　　　　　　　　　　　　－extracted　with　EtOAc
　　　　
Aqueous　Layer　　　　　　　　 　　　EtOAc　Layer
Fig．6
一p－TLC
　　solv．　C6H6－EtOAc－AcOH（50：49：1，　v／v／v）
－HPLC（Microbondapak　Cl8）
　　solv．23％aq．　MeCN　containing　1％AcOH
－tert－Butyldimethylsilylation
GC／MS＆GC／SIM
Purification　procedures　of　ABA　in　the　farmjoy
スキームでISを回収・精製した。　IS相当画分をたBDMS誘導体としてGC－MSおよびGC－
SIMを行った。　Fig．7にSIMクロマトグラムを示したが，内生ABAに基づくイオソ（m／z
321）は確認できなかった。したがって，ABAはファームジョイ中に検出されなかった。
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　4．　GAsの同定・定量
　ファームジ・イ原液（500　ml）をFig．8に示したスキームに従って精製した。酸性酢酸エチ
ル画分を薄層クロマトグラフィーに供し，その展開部を10等分に分画した。各画分を50％アセト
ソで溶出し，その溶出液を減圧下で乾固した。その乾固物を100μ1の50％アセトンで再溶解し
て生物検定試料とした。本溶液1μ1を綾性イネ短銀坊主の幼葉鞘と第一葉との間に点滴した。
その結果をFig．9に示した。いずれの画分にもGA30．1mg以上に対応す活性を検出できな
かった。従って，ファームジョイにGAsを同定できなかった。
???????
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Fig．7SIM　chromatogram　of　t－BDMS　der三vatives　of　ABA
　　　recovered　from　the　farmjoy．
　　　　GC　conditions：1．5％　OV－1，1m，30　ml／min．　He，
　　　column．　temp。190°C．
　　　　　FARMJOY（500　ml）
　　　　　　　－adjusted　to　pH　2．5
　　　　　　　－extracted　with　EtOAc
　　　　　EtOAc　Extract
　　　　　　　－extracted　with　O．05　M－K2HPO4　soln．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
EtOAc　Layer　　　　Aqueous　Layer
　　　　　　　　　　　　－adjusted　to　pH　2．5
　　　　　　　　　　　　－extracted　with　EtOAc
　　　Aqueous　Layer　　．　EtOAc　Layer
　　　　　　　　　　　　－P－TLC
　　　　　　　　　　　　　　solv。　isopropylether－AcOH（95：5，　v／v）
　　　　　　　　　　Bioassay
　　　　Fig．8　Puri丘cation　procedures　of　GAs．　in　the　farmjoy
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RhizoPus属菌の培養液より製造したファームジョイ中の植物ホルモンの同定および定量
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Fig．9　Histogram　of　dwarf　rice（Tan－ginbouzu）bioassay　of　GA　fraction　from
　　the　farmjoy
考
?
　ファームジョイ原液の300倍希釈液をイネ，ホウレンソウなどの農作物に葉面散布すること
で，茎葉乾物重を数～十数％増加させること，また葉色値を高めることが観察されている4’。植
物個体へのIAA処理では，　IAA濃度が0．1～1　nMで根，1　NIO　nMで芽および1～10μM
で茎の成長を促進することが報告されている1°）。ファームジ。イ中のIAAは，そのレベルより
農作物の根および芽の成長促進に関与していることが示唆された。CKsは5・－500・nMでイネ
葉のクPロフィル保持作用を発現する11）。ファームジョイ原液の総CKsレベルは11　nMであ
り，CKsのみが葉色値の向上に働いている可能性は小さいものと推察される。
　以上の結果より，ファームジョイの成長促進作用は，IAA単独の作用だけでなく，　IAAと
CKsの複合的な効果によるものと考えられた。
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